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皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
当
連
合
会
の
業
務
運
営
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
、
十
二

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
本
県
の
復
興
・
創
生
に
向
け
た
取
組
は
着
実
に
進
展
し

て
お
り
ま
す
が
、
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
い
ま
だ
放
射
性
物
質
の
影
響
を
受

け
続
け
、
森
林
整
備
面
積
が
震
災
前
の
五
割
程
度
の
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
、
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
森
林
の
公
益
的
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事

業
」
に
よ
る
間
伐
等
の
森
林
整
備
と
そ
の
実
施
に
必
要
な
放
射
性
物
質
対
策
の
一
体
的
な

実
施
、
し
い
た
け
原
木
林
の
再
生
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
「
広
葉
樹
林
再
生
事
業
」
等
に
官
民

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
事
業
は
、
本
県
の
森
林
・
林
業
を
再
生
す
る
上
で
、
効
果
的
か
つ
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
あ
り
、
第
二
期
復
興
・
創
生
期
間
後
に
お
い
て
も
中
長
期
的
な
財
源
を
確
保

す
る
よ
う
、
引
き
続
き
国
・
県
に
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
県
内
の
森
林
資
源
は
年
々
充
実
し
、
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
、

循
環
利
用
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
国
連
が
定
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
が
浸
透
す
る
と
と
も
に
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
が
表
明
さ
れ
る
な
ど
、
国
民
の
環
境
意
識
が
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
先

の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
や
、
長
引
く
ロ
シ
ア
情
勢
な
ど
、
輸
入
材
に
頼
る
こ
と
の
リ
ス
ク
が

顕
在
化
し
、
国
産
材
の
利
活
用
に
目
が
向
け
ら
れ
る
な
ど
、
森
林
・
林
業
へ
の
追
い
風
が

吹
い
て
お
り
、
こ
の
機
を
逃
す
こ
と
な
く
、
川
上
・
川
中
・
川
下
が
一
体
と
な
っ
て
国
産

材
の
安
定
供
給
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
が
県
及
び
市
町
村
に
譲
与
さ
れ
、
こ

れ
を
財
源
と
す
る
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
の
取
組
が
開
始
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
令

和
六
年
度
か
ら
の
森
林
環
境
税
の
課
税
を
控
え
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整

備
の
成
果
を
目
に
見
え
る
形
で
確
実
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

原
発
事
故
の
影
響
が
今
な
お
色
濃
く
残
る
こ
と
に
加
え
、
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
環

境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
、
森
林
組
合
系
統
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
く
、
当

連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
県
内
各
森
林
組
合
と
の
連
携
を
密
に
、
本
県
の
森
林
・
林

業
の
復
興
・
創
生
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森林・林業の復興・創生に向けて

福島県森林組合連合会　　　　　　
代表理事会長　田　子　英　司
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令
和
五
年
六
月
九
日（
金
）、
福
島
市
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ
に
お
い
て
、
当
協

会
の
令
和
五
年
度
通
常
総
会
が
約
一
一
〇

名
の
出
席
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
通
常
総
会
は
、
令
和
元
年
度
以

来
四
年
ぶ
り
に
会
員
の
皆
様
に
出
席
い
た

だ
く
通
常
形
式
で
開
催
し
、
令
和
四
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
役
員
の
一
部

改
選
等
四
議
案
に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
令
和
五
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
し

た
。（
詳
細
は
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

　

新
た
に
五
名
の
方
が
以
下
の
と
お
り
理

事
に
選
任
さ
れ
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

臨
時
役
員
会
に
お
い
て
、
宮
田
秀
利
理
事

が
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事　

沖
野　

浩
之

　
　
　
　
（
福
島
県
農
林
水
産
部
長
）

　

理
事　

宮
田　

秀
利

　
　
　
　
（
福
島
県
町
村
会
会
長
）

　

理
事　

上
原　

和
直

　
　
　
　
（�

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
）

　

理
事　

相
良　

政
博

　
　
　
　
（�

福
島
県
造
園
建
設
業
協

会
会
長
）

　

理
事　

高
橋　

和
也

　
　
　
　
（�

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合

会
福
島
県
本
部
園
芸
部
長
）

　

ま
た
、
総
会
の
席
上
、
令
和
四

年
度
施
工
の
優
良
森
林
土
木
工

事
、
優
秀
工
事
監
督
者
、
緑
化
功

労
者
、
ふ
く
し
ま
森
づ
く
り
大
賞

の
表
彰
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　

当
協
会
は
、
県
土
の
保
全
、
地

域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
に
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
事

業
者
の
方
々
の
功
績
を
広
く
県
民

ふくしま森づくり大賞　玉川村桜愛好会 様 ４年ぶりに通常形式で開催

１　優良森林土木工事受賞者
　⑴　治山事業の部

２　優秀工事監督者受賞者

推薦協会 所属事業所 氏　　名
県　　北 ㈱本多組 本多　幸吉
県　　中 矢部工業㈱ 郡司　徳文

県　　南 ㈱田村組 佐々木昌恒
㈱菊池組 藤田　俊美

会　　津 ㈱海老名建設 大竹　弘樹
南 会 津 南総建㈱ 桑原　大樹

相　　馬 豊川建設㈱ 山田　良信
㈱千田建設 横山　　毅

双　　葉 栗林建設㈱ 末廣　讓司
い わ き ㈱山一緑化土木 阿部　陽一

表彰部門 市町村名 受賞者名
森づくり活動部門 玉 川 村 玉川村桜愛好会
森林文化振興部門 該当なし

４　ふくしま森づくり大賞

３　緑化功労者受賞者

市町村名 氏　　名
川 俣 町 藤原美貴雄

推薦協会 工事名（地区名） 工事施工者
県　　北 復旧治山（曲藤地区） ㈱本多組
県　　中 復旧治山（穴尾地区） ㈱関組
県　　南 治山施設（中折戸地区） ㈱田村組
会　　津 治山施設（小杉山地区） ㈱海老名建設
相　　馬 治山施設（南川原地区） 豊川建設㈱

双　　葉 防災林造成（双葉地区） 田中・栗林特定建設
工事共同企業体

い わ き 治山施設（戸沢地区） ㈱山一緑化土木

推薦協会 工事名（路線名） 工事施工者
県　　中 林業専用道（水ノ木羽山線） 矢部工業㈱
県　　南 森林管理道（楽翁渓松宇線） ㈱菊池組

会　　津 山のみち地域づくり交付金
（北塩原・磐梯（北塩原）線） ㈱高橋建設

南 会 津 山のみち地域づくり交付金
（田島・舘岩Ⅰ線） 南総建㈱

相　　馬 林道施設災害復旧
（大沢北線２号箇所） ㈱千田建設

　⑵　林道事業の部

に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

県
民
の
森
づ
く
り
活
動
へ
の
参

加
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
多
様

な
主
体
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動

を
促
進
す
る
た
め
、
今
後
も
表

彰
事
業
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
五
年
度
通
常
総
会
を
四
年
ぶ
り
に
通
常
開
催

�

（
公
社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

あいさつする小桧山善継会長
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福
島
県
の
森
林
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な

ど
の
人
工
林
の
半
数
以
上
が
植
栽
か
ら
五

〇
年
以
上
が
経
過
し
、
伐
採
の
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
豊
か
な
森
林
資
源
を
適
切
に
管
理

し
、
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
て
い
く
こ

と
は
、
林
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
と
て
も
大
切
で
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
林

業
人
材
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
県
内
の
林
業
就
業
者
数
は
、
国

勢
調
査
に
よ
る
と
令
和
二
年
が
二
、
一
九

二
人
と
平
成
二
二
年
の
二
、
一
八
一
人
と

比
較
す
る
と
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
年
齢
割
合
で
は
六
五
歳
以
上
の
割
合

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
前
ま
で
は
年
間
二
〇
〇
人

を
超
え
て
い
た
新
規
林
業
就
業
者
数
は
、

近
年
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
令
和

四
年
に
つ
い
て
は
一
〇
七
名
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

就
業
後
の
定
着
率
に
つ
い
て
も
、
三
年

後
の
定
着
率
が
約
五
割
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
林
業
の
人
材

確
保
に
向
け
て
は
、
新
規
就
業
者
数
の
増

加
と
と
も
に
、
定
着
に
向
け
た
取
組
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

林
業
就
労
環
境
改
善
に
つ
い
て

福
島
県
森
林
計
画
課

県
政
コ
ー
ナ
ー
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■平均年齢

福島県の新規林業就業者数の推移

事例１
GNSS測量システム

（デジタルコンパス測量機器）

　GPS等の衛星測位システムと
レーザー距離計を組み合わせた測
量システム。斜距離の実測や手書
きでのデータ集計が不要となる。
○導入の効果
　PDA（携帯端末）により、取得
したデータを現地で確認できます。
斜距離の実測や手書きでのデータ
集計が不要のため、人為ミスの軽
減、作業効率の向上に繋がってい
ます。

（福島県北森林組合）

事例２
ファン付き防護ズボン
　バッテリーで稼働する小型ファ
ンを内蔵した防護ズボン。
　体の表面に風を送ることで、汗
が蒸発し、涼しさが感じられる。

○導入の効果
　就労環境の改善につながり、熱
中症予防、また作業効率も上がり
社員にも好評です。

（株式会社出田創業）

事例３
ヘルメット用インカム

　ヘルメットに装着する通信機器。
　インカムを付けた者の間で、機
器を手に持つことなく、会話でき
る。
○導入の効果
　ワイヤー集材では、少人数で作
業できるようになり、かつ細かく
指示ができるようになりました。
その他の作業でも、大声を出さな
くてもインカムで意思疎通できる
ようになり、効率が良くなりまし
た。

（株式会社山空林業）
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福
島
県
で
は
、
就
労
環
境
の
改
善
の
た

め
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
紹
介
し
ま
す
。

１　

林
業
就
労
環
境
整
備
支
援
事
業

・
内
容
：
林
業
就
業
者
の
定
着
を
図
る
た

め
、
就
労
環
境
の
改
善
を
支
援
す
る

・
補
助
対
象
：
認
定
林
業
事
業
体
、
意
欲

と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

・
対
象
と
な
る
経
費
：
林
業
用
品
の
改

善
・
導
入
に
よ
る
就
労
環
境
改
善
に
要

す
る
経
費
、
森
林
内
で
の
作
業
の
就
労

環
境
改
善
に
要
す
る
経
費
、
酷
暑
酷
寒

下
で
の
作
業
の
就
労
環
境
改
善
に
要
す

る
経
費

・
補
助
率
：
導
入
す
る
物
品
一
つ
あ
た
り

に
つ
き
二
分
の
一
以
内
（
た
だ
し
、
上

限
五
万
円
と
す
る
）

・
導
入
事
例
：
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
ハ
ン
ド
ル

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
用
イ
ン

カ
ム
、
フ
ァ
ン
付
き
ウ
ェ
ア
な
ど

２　
林
業
デ
ジ
タ
ル
技
術
導
入
支
援
事
業

・
内
容
：
林
業
就
業
者
の
定
着
を
図
る
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
の
取
組
を

支
援
す
る

・
補
助
対
象
：
認
定
林
業
事
業
体
、
意
欲

と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

・
対
象
と
な
る
経
費
：
各
種
物
品
等
の
購

入
に
要
す
る
経
費
、
そ
の
他
知
事
が
必

要
と
認
め
る
も
の

・
補
助
率
：
導
入
す
る
物
品
一
つ
あ
た
り

に
つ
き
二
分
の
一
以
内
（
た
だ
し
、
上

限
一
〇
〇
万
円
と
す
る
）

・
導
入
事
例
：
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
パ
ス
Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ
測
量
セ
ッ
ト
、
ド
ロ
ー
ン
、
現
場

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

１
と
２
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

　

福
島
県
森
林
計
画
課

　

福
島
市
杉
妻
町
二
―
一
六

　

電
話
：
〇
二
四
―
五
二
一
―
七
四
二
六

３　

木
こ
り
の
安
全
確
保
推
進
事
業

・
内
容
：
林
業
就
業
者
の
定
着
を
図
る
た

め
、
労
働
安
全
を
確
保
す
る
取
組
を
支

援
す
る

・
補
助
対
象
：
認
定
林
業
事
業
体
、
意
欲

と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
、
林
材
業

労
災
防
止
協
会
福
島
県
支
部
の
会
員

・
対
象
と
な
る
経
費
：
安
全
保
護
具
の
購

入
に
要
す
る
経
費

・
補
助
率
：
二
分
の
一
以
内
（
た
だ
し
、

林
材
業
労
災
防
止
協
会
が
定
め
る
範
囲

内
と
す
る
）

・
導
入
事
例
：
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
護
ズ
ボ

ン
、
防
振
手
袋
、
か
か
り
木
処
理
具
な

ど
３
の
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

　

林
材
業
労
災
防
止
協
会
福
島
県
支
部

　

福
島
市
中
町
五
―
一
八

　
（
福
島
県
林
業
会
館
内
）

　

電
話
：
〇
二
四
―
五
二
三
―
三
三
〇
七

ふくしまの森林で働こう！ ～林業に就業したい方へ～

１　就職を希望するなら
　①　林業オンライン相談
　　　いつでも気軽に相談できる専用サイト
　　　「緑の雇用　RINGYOU.NET」
　　　森林の仕事ミニガイダンス（福島県林業祭会場にて実施）に参加前

に目を通すと役立つ資料もございますのでぜひご覧ください。
　②　森林の仕事ガイダンス
　　　森林の仕事に関するあなたの「知りたい」「聞きたい」「相談したい」に親切・丁寧にお応えするガイダンス。

福島県内の複数の林業事業体との個別面談を行います。開催に関する詳細は下記にお問合せください。
　③　林業就業支援講習
　　　林業への就業を希望する方に実地講習・資格取得等の講習を行います。
お問い合わせ：公益社団法人　福島県森林・林業・緑化協会　福島県林業労働力確保センター
　〒960-8043 福島市中町５－18（福島県林業会館内）　TEL 024－521－3270

２　林業について学んでから就職を考えるなら
　林業アカデミーふくしま
　　「林業アカデミーふくしま」は、福島県の林業の未来を担う新たな人材

を育成するための研修のことで、研修施設にて充実した教師陣による林業
に関する基礎から専門技術まで、幅広く学べる講義や実習を行っているほ
か、研修期間中に林業に必要なチェーンソーや林業機械の操作などの各種
資格も取得できます。
お問い合わせ：福島県林業研究センター企画研修部
　〒963-0112 郡山市安積町成田字西島坂１番地　TEL 024－945－5974

https://www.ringyou.net/online/
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　昨年９月に「恩賜林」（矢吹町）で開催しま
した第５回ふくしま植樹祭は良い天気に恵ま
れ、県内外から約500名の参加者にお越しいた
だきました。未来を担う子どもたちに美しい森
と田園風景に囲まれたふるさとを継承するた
め、広葉樹の植樹・育樹活動を行いました。
　今年も、ふくしまの美しい緑と心が、未来も
豊かであり続けるよう、「美しいふるさとを継
承する　森

も

林
り

と人との絆の森
も

林
り

づくり」を開催
目的に９月３日（日）に南会津郡南会津町「会
津山村道場」で植樹祭を開催いたします。
　当日は、「森

も

林
り

づくりを続ける、広げる、繋
げる」をテーマとし、時代を超えて希望と喜び
を繋ぐ森

も

林
り

づくりを行うため、ブナ、カエデ、
ヤマザクラなどの植樹活動や私たちが活用する
生活圏と野生鳥獣の生息域の間に見通しの良い
エリア（緩衝帯）を整備する育樹活動を行いま
す。また、丸太切り、薪割り、南会津の木を使
用した遊びなどの参加型体験プログラムを用意
しております。
　また、2023年度ミス日本みどりの大使の上村
さや香さんと福島県出身で2017年度ミス日本み
どりの女神の野中葵さんも、皆様と一緒に活動に参加されます。
　植樹祭は継続して行っていくことが大切です。どうぞ、奮って参加されますようお願い申し上げ
ます。

問い合わせ先

〈申し込み方法〉
　◦WEBからの申し込み
　　第６回ふくしま植樹祭ホームページから申し込みいただけます。

　◦ファックスからの申し込み
　　第６回ふくしま植樹祭チラシ裏面の参加申込書に必要事項記入のうえ、
　　FAX 024－952－8144に送信願います。

ふくしま植樹祭実行委員会事務局
TEL 024－952－1515

（土日・祝日を除く10：00－17：00）

　「第６回ふくしま植樹祭 in みなみあいづ」参加者募集! !
ふくしま植樹祭実行委員会

第６回ふくしま植樹祭 検索
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○
第
五
一
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会

　

令
和
五
年
六
月
三
日（
土
）、
岩
手
県
盛

岡
市
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
つ
な
げ
よ
う　

豊
か
な
森
林
（
も
り
）

を　

次
世
代
へ
」
を
テ
ー
マ
に
第
五
一
回

全
国
林
業
後
継
者
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
ミ
ス
さ
ん
さ
踊
り
に

よ
る
し
な
や
か
な
踊
り
が
披
露
さ
れ
た

後
、
岩
手
県
内
の
林
業
事
業
体
と
岩
手
県

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
活
動
発
表
、

岩
手
大
学
の
山
本
信
次
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

林
業
事
業
体
の
活
動
発
表
で
は
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
販
売
収
入
を
原
資
と

す
る
独
自
基
金
を
活
用
し
た
森
林
整
備
の

取
組
や
、
地
域
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
し

た
林
業
機
械
操
作
体
験
、
地
域
と
森
の
接

点
を
つ
く
る
交
流
施
設
の
運
営
な
ど
に
つ

い
て
、
岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
い
わ
て
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
人
材
育
成

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
次

代
を
担
う
若
者
が
意
欲
と
希
望
を
も
っ
て

活
躍
で
き
る
魅
力
あ
る
林
業
の
確
立
に
向

け
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
若
者
が
意
欲
と
希

望
を
も
っ
て
働
く
に
は
、
ま
ず
収
益
を
得

る
仕
組
み
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
論
点
か

ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
や
個
人
の
技
能
向
上
に

よ
る
木
材
生
産
性
の
向
上
や
、
地
域
の
様
々

な
主
体
と
連
携
し
新
た
な
社
会
的
意
義
や

価
値
を
生
み
出
す
取
組
と
考
え
方
等
に
つ

い
て
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
典
で
は
、
い
わ
て
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
修
了
生
に
よ
る
大
会
宣
言
が
行
わ
れ
、

次
期
開
催
県
で
あ
る
岡
山
県
の
実
行
委
員

会
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

○
第
七
三
回
全
国
植
樹
祭

　

六
月
四
日（
日
）に
は
、
岩
手
県
陸
前
高

田
市
高
田
松
原
津
波
復
興
祈
念
公
園
で
第

七
三
回
全
国
植
樹
祭
が
「
緑
を
つ
な
ご
う

　

輝
く
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
の
森
か
ら
」
を
大

会
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
際
、
七
万
本

も
の
松
の
う
ち
「
奇
跡
の
一
本
松
」
が

残
っ
た
こ
の
場
所
で
、
林
業
の
持
続
的
で

健
全
な
発
展
と
と
も
に
、
震
災
の
教
訓
と

そ
こ
か
ら
の
復
興
の
姿
を
高
田
松
原
の
再

生
な
ど
と
重
ね
合
わ
せ
、
力
強
く
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
基
本
方
針
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

天
皇
・
皇
后
両
陛
下

が
ご
臨
席
な
さ
る
「
お

野
立
所
」
の
基
壇
は
、

県
産
木
材
を
使
用
し
た

柔
ら
か
な
質
感
で
仕
上

げ
ら
れ
て
お
り
、「
あ

た
た
か
な
県
民
性
」
を

大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
か
ら
陸
に

伸
び
る
屋
根
の
ラ
イ
ン

は
、
岩
手
県
の
宝
で
あ

る
森
・
川
・
海
の
つ
な

が
り
と
、
力
強
く
未
来
へ
向
か
う
岩
手
県

民
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
心
と
も
言
え
る
植
樹
行
事
で

は
、
天
皇
陛
下
が
南
部
ア
カ
マ
ツ
と
カ
シ

ワ
、
タ
ブ
ノ
キ
を
お
手
植
え
な
さ
れ
、
皇

后
陛
下
が
ベ
ニ
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
ハ
ナ
ヒ
ョ

ウ
タ
ン
ボ
ク
、
ミ
チ
ノ
ク
ナ
シ
を
お
手
植

え
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
天
皇
陛
下
が
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

と
ケ
ヤ
キ
、
皇
后
陛
下
が
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
と
ハ

マ
ナ
ス
の
お
手
播
き
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
昨
年
度
滋
賀
県
か
ら

岩
手
県
が
引
き
継
い
だ
木
製
地
球
儀
が
、

次
期
開
催
県
で
あ
る
岡
山
県
へ
手
渡
さ

れ
、
令
和
六
年
度
は
岡
山
県
に
お
い
て
第

七
四
回
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。

記念式典の様子（全国林業後継者大会）

参加者の記念植樹の様子

第73回全国植樹祭式典

福
島
県
森
林
計
画
課

第
五
一
回
全
国
林
業
後
継
者
大
会
及
び

第
七
三
回
全
国
植
樹
祭
に
つ
い
て
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し
、
六
月
か
ら
は
資
格
取
得
に
向
け
て
精

一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
研
修
生
の
感
想　

武
藤　

唯
さ
ん

　

一
つ
一
つ
の
学
び
が
線
で
繋
が
る
よ
う

に
講
義
が
進
み
、
私
が
こ
れ
ま
で
感
じ
て

き
た
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
再

確
認
で
き
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

五
月
は
川
上
の
林
業
だ
け
で
な
く
、
原

木
市
場
や
製
材
所
、
集
成
材
工
場
で
木
を

使
っ
て
働
く
方
々
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
魅
力
的
だ
と
感
じ
た
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
木
に
対
す
る
考
え
や
思
い
が

あ
り
、
そ
れ
を
形
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
次
情
報
と
リ
ア
ル
を

同
時
に
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
林
業

が
と
て
も
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

木
を
伐
る
こ
と
で
生
態
系
に
ど
う
影
響

を
及
ぼ
す
か
を
想
像
す
る
こ
と
。
害
虫
や

獣
が
森
林
に
及
ぼ
す

影
響
を
想
像
す
る
こ

と
。
そ
の
森
が
一
〇

〇
年
後
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
る
か
を

想
像
す
る
こ
と
。
こ

の
よ
う
に
、「
森
」

と
し
て
の
木
の
役
割

を
想
像
す
る
こ
と

で
、
林
業
が
持
続
的

な
森
林
を
守
る
た
め

　

第
二
期
生
が
入
講
し
て
か
ら
二
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
五
月
の
研
修
は
座
学
と
実

習
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
お
り
、
学
ん
だ
こ

と
を
現
地
で
確
認
し
理
解
を
深
め
る
機
会

の
多
い
一
ヶ
月
で
し
た
。

○
五
月
の
研
修
内
容

　
「
救
命
訓
練
」
の
講
義
で
は
、
救
急
員

養
成
講
習
を
受
講
し
、
三
角
巾
に
よ
る
止

血
法
や
患
部
の
固
定
法
な
ど
を
何
度
も
繰

り
返
し
練
習
し
ま
し
た
。
筆
記
と
実
技
の

試
験
で
は
、
全
員
が
無
事
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
「
立
木
調
査
」
の
講
義
で
は
、
樹
高
や
胸

高
直
径
を
測
定
し
、
そ
れ
を
集
計
す
る
た

め
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
森
林
の
現
況

を
知
る
こ
と
は
、
今
後
必
要
な
施
業
内
容

な
ど
、
施
業
を
実
施
す
る
た
め
の
具
体
的

な
計
画
を
立
て
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。

　
「
安
全
の
基
礎
」
等
の
講
義
で
は
、キ
ッ

ク
バ
ッ
ク
装
置
や
枝
落
下
装
置
を
用
い
て

事
故
を
擬
似
的
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
安

全
な
行
動
や
装
備
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の

重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
材
関
係
の
講
義
と
し
て
、「
木

材
流
通
概
論
」「
原
木
市
場
」「
木
材
加
工
」

「
木
造
建
築
」「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
」

の
講
義
を
一
週
間
か
け
て
受
講
し
ま
し
た
。

流
通
の
仕
組
み
や
木
材
の
構
造
や
特
性
、

部
材
へ
の
利
活
用
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の

原
理
や
チ
ッ
プ
の
利
用
な
ど
、
座
学
は
も

ち
ろ
ん
、
原
木
市
場
や
集
成
材
工
場
、
木

造
建
築
物
、
チ
ッ
プ
工
場
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
等
の
見
学
を
通
し
て
学
び
ま
し

た
。
研
修
生
た
ち
は
、
座
学
で
学
ん
だ
内

容
を
現
地
見
学
で
活
か
す
こ
と
で
、
よ
り

講
義
内
容
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

○
研
修
生
の
感
想　

鈴
木
瑞
樹
さ
ん

　

五
月
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
伐
木
造
材
技
術

や
安
全
の
基
礎
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
森
林
保
護
の
講
義
で
、
マ

ツ
枯
れ
が
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に

よ
っ
て
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
運
び

込
ま
れ
る
こ
と
が
原
因
だ
っ
た
こ
と
で

す
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
講
義
は
座
学
だ
け
で

な
く
、
見
学
や
体
験
を
す
る
事
で
知
識
が

広
が
り
、
学
ぶ
事
が
楽
し
い
で
す
。
充
実

し
た
日
々
の
中
で
知
識
や
技
術
を
習
得

に
必
要
不
可
欠
な
産
業
で
あ
る
と
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
材
」
と
し
て
切
り
出
す
木
は
、

生
き
て
い
く
た
め
の
産
業
と
し
て
大
切
な

役
割
を
持
ち
ま
す
。

　

木
の
細
胞
壁
ま
で
知
る
こ
と
で
ど
の
よ

う
に
成
長
し
、
い
い
木
に
な
っ
て
く
れ
る

か
を
想
像
す
る
こ
と
。
ど
の
よ
う
に
伐
木

し
た
ら
歩
留
ま
り
が
い
い
か
想
像
す
る
こ

と
。
切
っ
た
木
が
ど
こ
で
売
ら
れ
何
の
商

品
に
な
り
、
ど
の
よ
う
な
考
え
の
人
が
使

う
か
を
想
像
す
る
こ
と
。

　

木
を
「
森
」
や
「
材
」
と
し
て
想
像
す

る
こ
と
で
、
様
々
な
林
業
の
形
を
創
造
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。
私
も

自
分
の
林
業
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

林
業
で
物
事
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

く
の
か
を
考
え
な
が
ら
、
同
じ
志
を
持
つ

仲
間
と
日
々
の
研
修
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

福
島
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー

原木市場を見学する研修生

輪尺で胸高直径を測る研修生
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普及指導員通信

県中農林事務所
　　林業普及指導員　橋　本　正　伸

地域の森林の経営管理を担う
林業事業体の確保に向けて

　
１　背景
　平成31年４月に「森林経営管理法」が施行され、経営管理が適切に行われていない森林について、その経
営管理を「意欲と能力のある林業経営者」や市町村に委ねる、「森林経営管理制度」がスタートしました。
　林業事業体が「意欲と能力のある林業経営者」として登録されるためには、素材生産量や生産性を増加さ
せる目標の設定や、効率的かつ安定的な林業経営を実施する、または計画することなど、県の判断基準を満
たす必要があります。この登録を目指すことは林業事業体としての意識向上や成長につながり、登録により
事業地確保の機会の増加が見込める、各種助成・補助制度の対象となる、といった具体的メリットへも繋が
ります。

２　県中管内における取組状況
　県中農林事務所では、令和２年度から「意欲と能力のある林業経営者」の登録候補となりそうな事業体へ
個別の訪問指導のほか、関係会議や労働安全巡回指導などの機会を通じて登録のメリットについて説明し、
登録に向けた計画資料の取りまとめを支援しています。また、地域の林業事業体を育成・強化し「意欲と能
力のある林業経営者」の登録事業体数を増やすことは、今後、市町村が森林経営管理制度を推進していくう
えで、事業発注先の安定確保へも繋がることを、市町村担当者会議などの機会を通じて説明しています。

３　取組の結果と今後の展開
　林業事業体へ対する様々な働きかけの結果、素材生産・販売などを行っている事業体・団体からの問合せ
や指導依頼は増えており、県中管内の「意欲と能力のある林業経営者」登録事業体数は令和元年度末時点の
６件から、12件まで増加しました（令和５年６月16日現在）。また、補助制度などを活用した機械導入につ
いての問合せ・要望も増加し、令和２年度以降、資金貸付制度を活用したクレーン付きトラックの導入要望
が２件、補助事業を活用した高性能林業機械の導入要望については、令和４年度事業で１件（ロングリーチ
グラップル１台）、令和５年度事業で１件（ハーベスタ１台）が採択され、導入に向けて事業を実施中です。
　今後も「意欲と能力のある林業経営者」の登録や、高性能林業機械の導入について指導・支援を継続し、
更に林業アカデミーふくしまから輩出される新たな担い手と林業事業体とのマッチングについても積極的に
関わっていく予定です。

ロングリーチグラップル（広範囲の伐倒木を集材できます）
※林野庁HPより

ハーベスタ（伐倒～枝払い～玉切りの工程が１台で行えます）
※日本キャタピラー合同会社HPより
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当
会
は
、
第
七
二
回
通
常
総
会
を
去
る

五
月
三
〇
日
杉
妻
会
館
に
お
い
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

富
永
盛
彦
副
会
長
よ
り
開
会
を
宣
し
た

後
、
田
子
英
司
代
表
理
事
会
長
の
挨
拶
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
長
と
し
て
村
田
久
男
郡
山

市
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長
が
選
出
さ

れ
、
全
九
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
四
年
度
は
、「
中
期
経
営
三
ヵ
年

計
画
」
の
初
年
度
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

計
画
に
沿
っ
て
着
実
な
実
行
確
保
を
図
る

と
と
も
に
、
主
要
課
題
で
あ
る
「
福
島
県

森
林
組
合
連
合
会
Ｊ
Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
基
本
方
針
」
と
「
森
林

組
合
及
び
森
林
組
合
員
の
経
営
安
定
に
向

け
た
支
援
等
」
に
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
年
度
末
決
算
で

は
、
剰
余
金
を
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

令
和
五
年
度
は
、
六
年
度
ま
で
を
期
間

と
す
る
「
中
期
経
営
三
ヵ
年
計
画
」
の
二

年
目
と
な
り
、
森
林
組
合
及
び
森
林
組
合

員
の
経
営
の
安
定
の
た
め
、
全
面
的
な
支

援
を
行
う
と
と
も
に
組
織
等
体
制
整
備
の

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
系
統
森
林
組
合
と
連
携

し
、
地
域
の
林
業
経
営
の
担
い
手
と
し
て

の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
人
材
の
確

保
・
育
成
や
原
木
の
安
定
供
給
に
努
め
、

会
員
各
位
に
信
頼
さ
れ
、
十
分
に
応
え
る

こ
と
の
で
き
る
組
織
と
し
て
、
職
員
の
資

格
取
得
、
技
術
力
向
上
な
ど
資
質
向
上
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
関
係
各
所
の

皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
系
統
利
用
優
良
組
合
及
び

感
謝
表
彰
に
お
け
る
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

［
表
彰
者
名
簿
］

○
令
和
四
年
度
系
統
利
用
優
良
組
合

　

販
売
部
門　
　
　

双
葉
地
方
森
林
組
合

　

購
買
部
門　
　
　

相
馬
地
方
森
林
組
合

　

森
林
保
険
部
門　

い
わ
き
市
森
林
組
合

○
感
謝
表
彰

　

清
野　

邦
夫

　
（
前
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会 

理
事
）

　

松
本　

秀
樹

　
（
前
福
島
県
森
林
組
合
連
合
会 

代
表
理
事
専
務
）

永
年
勤
続
役
員
（
勤
続
十
二
年
以
上
）

　

故 

渡
邉　
　

徹
（
田
村
森
林
組
合
）

　

石
井　

義
男
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

吉
田　
　

孝
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

佐
藤　

正
栄
（
西
白
河
地
方
森
林
組
合
）

　

故 

鈴
木　

章
一
（
只
見
町
森
林
組
合
）

　

秋
元　

公
夫
（
双
葉
地
方
森
林
組
合
）

　

松
本　

寿
夫
（
双
葉
地
方
森
林
組
合
）

　

山
本　

幸
男
（
双
葉
地
方
森
林
組
合
）

　

加
藤　

隆
一
（
双
葉
地
方
森
林
組
合
）

永
年
勤
続
職
員
（
勤
続
三
〇
年
以
上
）

　

滝
田　

悦
史
（
福
島
県
北
森
林
組
合
）

　

宗
像　

保
雄
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

鈴
木　

深
影
（
い
わ
き
市
森
林
組
合
）

永
年
勤
続
職
員
（
勤
続
二
〇
年
以
上
）

　

五
十
嵐
幹
哉
（
只
見
町
森
林
組
合
）

　

鈴
木　

幸
子
（
只
見
町
森
林
組
合
）

永
年
勤
続
技
術
班
員
（
勤
続
五
年
以
上
）

　

齋
藤　

貴
徳
（
福
島
県
北
森
林
組
合
）

　

鈴
木　

伸
嘉
（
福
島
県
北
森
林
組
合
）

　

兒
玉　

敏
洋
（
福
島
県
北
森
林
組
合
）

　

高
倉　

安
夫
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

根
本　

聖
士
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

会
田　

耕
平
（
ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合
）

　

矢
部　

拓
也
（
西
会
津
町
森
林
組
合
）

　

佐
藤　

一
信
（
飯
舘
村
森
林
組
合
）

　

髙
野
豊
治
郎
（
飯
舘
村
森
林
組
合
）

団体のページ

第72回
通常総会開催

福島県森林組合

連合会

森連だより
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木連だより

　東京都では、全国各地との共存共栄の視点から国産木材の更なる利用推進のため、国産木材の魅力発信拠
点 MOCTION（モクション）を運営しており、今般、企画展示エリアに県木連が出展し、福島県産材製品
のPRを行いましたので紹介します。
　MOCTIONとは都が各道府県と連携しながら国産木材の利活用を提案し、共存共栄のマーケット創出を目
指すもので、展示は去る５月11日から５月23日までの13日間、東京都新宿区にある「新宿パークタワー リ
ビングデザインセンター OZONE」で行いました。今回の展示は、「木に親しむ生活とお子さんの心の健や
かな発育をお手伝いする木製品」をテーマに組合員の協力の下、次の製品を展示しました。

○福島県産広葉樹の家具・木製品／福島県郡山地区木材木工工業団地協同組合（郡山市）
　［展示品］　木製テーブル・イス、木製パーティション、木製収納ボックス
○高度な木工技術とデザイン力を生かした福島県産木材製品の開発／ディ・シー・ツー有限責任事業組合（伊達市）
　［展示品］　木製遊具 くねくね橋、アクティブキッズコロＱ、寄木コースター
○多岐にわたる木製品の提供／株式会社共栄（会津若松市）
　［展示品］　木製玩具 プレミアム積木、木製機関車キット
○木材の持つ利点を発揮できる遊具の提案／福島県木材協同組合連合会
　［展示品］　木製遊具 マルブロ、カタカタボード、ぐるり

　展示期間中は300余名の方が来場され、特にご家
族連れのお客様が多く、熱心に展示品に見入ったり
遊具に触れたりしていました。主な感想として、「針
葉樹と広葉樹の両方の製品に触れられて良かっ
た。」という声がありました。また、ケヤキのテー
ブル・イスのセットやイチョウの収納ボックスに興
味を持たれる方も多く、「木製遊具は触り心地も見
た目も優しく大人でも楽しめそう。」「木の質感と香
りがとても良い。」などの感想が寄せられました。
　県木連では、今後もこのような機会を通じて県内
外に本県産材製品の普及PRに努めてまいります。

ケヤキのテーブル・イス木製遊具・玩具

展示全景

国産材魅力発信拠点
MOCTION（モクション）に出展しました

団体のページ
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地
域
社
会
で
と
も
に
生
き
る
～
里
山
を
活
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
～

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン
）

木
の
文
化
を
育
む
�

郡
山
女
子
大
学
　
生
活
科
学
科
　
建
築
デ
ザ
イ
ン
専
攻
　
准
教
授
　
阿
　
部
　
恵
利
子

○
は
じ
め
に

　
「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
こ
れ
ま
で
の
生
き

方
や
働
き
方
を
見
直
す
必
要
性
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
誰
も
が
役
割
を
感
じ
ら
れ
る

居
場
所
や
多
様
な
働
き
方
を
見
出
す
こ

と
、
ま
た
働
く
経
験
を
通
し
て
、
支
え
ら

れ
る
側
か
ら
地
域
の
支
え
手
と
な
り
、

各
々
が
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
地
域
力

を
高
め
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
里
山
を
活
か
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
共
に
働
き
、
生
き

る
術
と
生
き
が
い
を
創
造
し
ま
す
。

○
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン

　

M
itleben

は
独
語
で
「
と
も
に
生
き

る
」
を
意
味
し
て
い
ま
す
。「
地
域
社
会

で
と
も
に
生
き 

と
も
に
は
た
ら
き 

と
も

に
生
き
が
い
創
造
を
。」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ
ン

（
田
村
郡
・
三
春
町
）
で
は
、
就
職
を
希

望
す
る
障
が
い
の
あ
る
人
が
利
用
で
き
る

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
代
表
の
大
内
聖
司
さ
ん
は
、
一
般
就

労
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
障
が
い
者
が
、

十
分
な
工
賃
収
入
を
得
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
、
ま
た
地
域
社
会
で
一
人
の
人
間
と
し

て
働
く
喜
び
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
築
け

て
い
な
い
現
状
に
、
憤
り
と
虚
無
感
を
感

じ
て
活
路
を
模
索
し
、
二
〇
一
二
年
四
月

に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ミ
ッ
ト
レ
ー
ベ

ン
の
法
人
認
証
を
得
ま
し
た
。
以
降
、
障

が
い
者
の
〝
雇
用
就
労
〟
に
特
化
し
た

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
本
格
化
し
、
今
日
に
至

り
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
の
学
び
舎
を
活
か
す

　

同
法
人
の
活
動
拠
点
は
要
田
地
区
の
旧

要
田
中
学
校
で
す
。
大
内
さ
ん
は
、
二
〇

二
〇
年
七
月
、
廃
校
に
な
っ
た
母
校
の
旧

要
田
中
学
校
を
三
春
町
よ
り
借
り
受
け

し
、
事
業
拠
点
を
郡
山
市
か
ら
三
春
町
へ

移
転
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
医
療
系

営
業
職
と
し
て
医
療
経
営
の
ト
ー
タ
ル
サ

ポ
ー
ト
に
従
事
し
て
い
た
経
験
を
活
か
し

「
ふ
る
さ
と
の
学
び
舎
で
働
く
！
学
ぶ
！
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
旧
要
田
中
学
校
を
交

流
施
設
と
す
る
多
世
代
共
生
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の

構
想
を
提
案
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
社

会
に
出
て
役
立
ち
た
い
と
願
う
一
人
ひ
と

り
が
、
生
き
る
希
望
と
働
く
喜
び
を
生
み

出
せ
る
よ
う
、
そ
し
て
就
労
支
援
を
通
し

て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

○
三
春
農
場
「
愛
（
め
ご
）
に
ん
に
く
」

　

新
た
な
事
業
拠
点
の
三
春
農
場
「
要
田

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
ア
グ
リ
ッ

ト
」
と
連
携
し
、
再
ス
タ
ー
ト
し
た
大
内

さ
ん
は
、
引
き
こ
も
り
や
障
が
い
の
あ
る

人
の
就
労
に
対
す
る
自
信
を
育
み
、
利
用

者
が
自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
て
地
域
社
会

で
役
立
つ
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た
め
、
事

業
の
一
環
と
し
て
三
春
の
休
耕
地
を
再
耕

し
、「
愛
（
め
ご
）
に
ん
に
く
」
の
栽
培

を
し
て
い
ま
す
。
三
春
の
里
山
で
栽
培
し

た
に
ん
に
く
を
さ
ら
に
水
耕
栽
培
し
た

「
愛
（
め
ご
）
に
ん
に
く
」
は
、
豊
富
な

ミ
ネ
ラ
ル
や
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
を
含
有
し
、
根
も

芽
も
ま
る
ご
と
食
べ
ら
れ
る
発
芽
に
ん
に

く
で
す
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
品
と
し

て
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。「
に
ん
に
く

栽
培
、
野
菜
栽
培
等
、
地
元
の
農
家
の
皆

さ
ん
の
ご
指
導
や
ご
支
援
の
お
か
げ
で
愛

（
め
ご
）
に
ん
に
く
は
長
期
に
わ
た
る
ス

プ
ラ
ウ
ト
化
栽
培
が
可
能
に
な
り
ま
す
」

と
大
内
さ
ん
。
就
労
支
援
を
通
し
て
、
得

ら
れ
た
も
の
を
地
域
に
還
元
で
き
る
仕
組

み
の
構
築
を
目
指
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
里
山
で
の
活

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
ま
と
め

　

里
山
づ
く
り
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
大
内
さ
ん
は
「
三
春
花
の
丘
公
園
」

の
整
備
や
植
樹
活
動
な
ど
、
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
連
携
を
図
り
、
多
様
な
年
齢
層
や
職
業

の
人
々
と
と
も
に
公
園
整
備
や
利
活
用
の

ア
イ
デ
ア
を
広
げ
て
い
ま
す
。
年
間
を
通

じ
た
観
光
等
、
里
山
を
活
か
し
た
町
づ
く

り
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

三春農場で収獲した「愛にんにく」（上）商品化した
「愛にんにくチップ」「愛ガーリックオイル」（下）

皆で農作業 三春町南成田にて
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林業福島　令和５年７月１日発行

県森連いわき共販における木材市況（６月分）
令和５年７月１日
福島県森林組合連合会 （単位：㎥当り千円）

　

会
津
若
松
市
に
あ
る
会
津
大
学
短
期
大

学
部
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
、
モ

ダ
ン
で
温
か
み
の
あ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
に
、
学
生
の
卒
業
研
究
と

し
て
考
案
・
製
作
さ
れ
た
こ
の
場
所
は
、

床
や
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ
ル
に
、
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
で
使
用

さ
れ
た
県
産
材
が
約
二
〇
〇
本
使
用
さ

れ
、
洗
練
さ
れ
た
家
具
と
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
雰
囲
気
を
一
新
し
ま
し
た
。

　

改
修
以
前
は
、
オ
フ
ィ
ス
テ
ー
ブ
ル
に

寒
色
系
の
椅
子
が
並
び
、
ど
こ
か
冷
た
く

暗
い
印
象
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

当
時
学
生
だ
っ
た
佐
藤
黎
志
さ
ん
（
産

業
情
報
学
科
デ
ザ
イ
ン
情
報
コ
ー
ス
）
は
、

木
材
を
活
用
す
れ
ば
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
の
雰
囲
気
を
明
る
く
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
想
い
か
ら
、
ゼ
ミ
を
担
当
す

る
柴
崎
恭
秀
教
授
ら
と
共
に
、
卒
業
研
究

と
し
て
県
産
材
（
レ
ガ
シ
ー
材
）
を
活
用

し
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
改
修
を
行

い
ま
し
た
。
材
の
加
工
か
ら
運
搬
、
施
工

に
至
る
ま
で
全
て
の
作
業
を
学
生
た
ち
で

こ
な
し
、
時
に
は
、
大
学
職
員
の
手
も
借

五
輪
レ
ガ
シ
ー
材
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

～
会
津
大
学
短
期
大
学
部
編
～澁

　
谷
　
恵
　
子

会
津
農
林
事
務
所

り
な
が
ら
作
業
を
進
め
た
そ
う
で
す
。

　

指
導
に
あ
た
っ
た
柴
崎
教
授
は
、「
県

産
材
（
レ
ガ
シ
ー
材
）
の
譲
渡
は
、
学
生

た
ち
の
教
育
に
と
て
も
良
い
機
会
だ
っ

た
。
ま
た
、
改
修
に
関
わ
っ
た
全
て
の

方
々
に
と
っ
て
も
良
い
思
い
出
に
な
っ

た
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、
令
和
五
年

一
月
中
旬
に
完
成
し
、
学
生
た
ち
の
楽
し

げ
な
声
が
響
き
、
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。
中
庭
に
面
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー

ブ
ル
席
に
は
、
一
人
の
時
間
を
ゆ
っ
た
り

と
過
ご
す
学
生
の
姿
が
み
ら
れ
ま
す
。
当

県
が
譲
渡
し
た
レ
ガ
シ
ー
材
は
、
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
憶
を
宿
し
つ

つ
、
同
大
学
で
生
ま
れ
変
わ
り
、
学
生
た

ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
ま
た
新
た
な
記
憶

を
刻
み
始
め
ま
し
た
。

素　　　　　材

樹　種 長　級
（ｍ） 径級（㎝） 高　値 低　値 摘　　要

スギ

4.00
９下 12.0 11.5

10～13 14.0 13.5
24上 9.0 8.5

3.65
16上
24上 9.2 8.5

3.00

９下 12.0 11.0
10～13 11.5 11.3
14～16 9.8 8.8
18～20 10.0 9.3
22上 9.2 8.8

6.00 16～20
2.00 16上 8.0 5.5

ヒノキ
4.00

10～13
14～16 16.0 15.3
18～20 16.8 15.6
22上 14.8 14.0

3.00 16～20 11.5 11.3

アカマツ

4.80 18～22

4.00
18～22 8.5 8.0
24上 8.5 8.0

3.00
16～22 7.5 7.0
24上 7.5 7.0

素　　　　　材

樹　種 長　級
（ｍ） 径級（㎝） 高　値 低　値 摘　　要

カラマツ 4.00
12下

13～14 10.0 9.5
16上 12.5 12.0

クリ
4.00 16上
3.00 16上

モミ 4.00 20上

市況概要と市況展望 ７月の共販日

　入荷量はまずまずです。販売量は3,455㎥（前年
同月比149％）でした。
　市況は、先月同様、市毎に値下がりしています。
　元落ちは先月より減っていますが、依然として多
く、特に中目材30㎝上の材は元落ちが多いです。
　スギ3.00ｍ、4.00ｍ小径材は引き合いあり動きが
活発ですので、出荷の程よろしくお願い致します。
　虫害が発生しておりますので十分に考慮の上、
出荷お願い致します。

７日㈮

18日㈫

27日㈭

行　事　と　お　知　ら　せ

県森連の木材市況は、県森連のホームページでもご覧いただけます。

福島県森林組合連合会　木材市況 検索 　
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編　

集

発　

行

発
行
人

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

ふ
く
し
ま
緑
の
森
づ
く
り
公
社

森
林
研
究
・
整
備
機
構
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

飯

沼

隆

宏

陽
光
社
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

一
一
〇
円
）

お知らせコーナー

林業福島　令和５年７月１日発行

五
・
七
・
五
・
七
・
七

　

今
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
若
者
の
間
で
現
代
短
歌
ブ
ー
ム
ら
し
い
。
短
歌
は
三
十
一
文
字
、

俳
句
は
十
七
文
字
で
、
な
ぜ
奇
数
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
不
思
議
に
思
う
。
奇
数
は
、
陰
陽
思

想
で
陽
数
で
あ
る
か
ら
な
の
か
、
日
本
人
は
「
奇
数
」
を
好
む
と
い
わ
れ
る
。
法
事
も
奇
数

の
回
忌
に
お
こ
な
い
、
子
供
の
成
長
を
願
う
七
五
三
も
然
り
。
ま
た
、
虹
は
七
色
と
思
っ
て

い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
六
色
を
用
い
る
こ
と
が
多
い
と
「
日
本
語
と
外

国
語
」（
鈴
木
孝
夫
著
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
七
色
の
虹
」
は
、
ど
う
も
世
界
共
通
で
は
な

い
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
奇
数
文
化
は
、
日
本
人
の
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
馴
染

み
が
深
い
の
だ
ろ
う
。
奇
数
は
、
割
り
切
れ
な
い
の
で
、
壊
す
こ
と
の
で
き
な
い
完
全
さ
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
三
三
七
拍
子
や
手
締
め
（
一
本
、
三
本
）
に
は
、
こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な

い
よ
、
と
い
う
明
日
へ
の
エ
ー
ル
を
、
暗
黙
の
う
ち
に
皆
が
認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

で
は
、な
ぜ
「
五
と
七
」
が
歌
に
採
用
さ
れ
た
の
か
。「
雪
月
花
の
数
学
」（
桜
井
進
著
）

で
は
、
そ
れ
は
「
日
本
人
は
、
五
と
七
の
組
み
合
わ
せ
が
持
つ
表
現
の
絶
妙
さ
を
直
感
的

に
す
く
い
取
っ
た
」
か
ら
、
ら
し
い
。

　

最
近
、
隣
に
一
番
い
て
ほ
し
い
人
を
昨
年
の
夏
に
喪う

し
なっ

た
知
人
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。

偶
然
に
も
短
歌
十
一
首
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

　
　

夢
の
中
出
会
え
た
き
み
は
家
に
い
て　

驚
く
我
に
「
わ
た
し
生
き
て
る
」

短
歌
は
、
読
み
手
の
心
情
を
言
葉
に
し
て
数
に
の
せ
て
い
く
。
指
を
折
り
な
が
ら
数
え
て
い

く
言
葉
の
数じ

ゅ
ず珠
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
襞
模
様
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
七
月
の
セ
ミ
の
声
に

何
か
を
感
じ
た
ら
、
指
を
折
っ
て
言
葉
の
数
珠
を
編
ん
で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。�（
都
）

はなしの
ひろば

表紙の写真

「御柱祭!!」
第19回ふくしま森林・林業写真コ
ンクール　特別賞（一般の部）
県林業会館理事長賞
受賞者　熊田行雄さん（鏡石町）
撮影場所：桑折町
コメント：６年に一度の大祭

１　テ　ー　マ
　　下刈・間伐・皆伐再造林などの森林での作業、

木材の利用、特用林産物（炭焼き、きのこ栽培、
漆等）、里山風景、森林レクリエーションなど
福島県内の森林・林業に関するもの。
２　応 募 資 格
　　アマチュアで、作品は福島県内で撮影した

自作の未発表の作品
　　なお、特別賞として高校生以下の部を設け

ています。
３　作品サイズ
　　カラープリント、四ツ切・ワイド四ツ切（デ

ジタル可）
４　応 募 締 切
　　令和５年９月20日（水）（当日消印有効）

第20回ふくしま森林・林業写真コンクール 作品募集
　森林の大切さとそれを支える林業の重要性を県内外に広く発信するため、

森林・木材との関わりや森林整備作業などをテーマにした作品を募集しています。

第19回最優秀賞（県知事賞）「年輪を切る」

５　お問い合わせ先
　　公益社団法人福島県森林・林業・緑化協会
　　企画管理室（TEL 024-573-0235）
　　作品応募の申込書は、当協会のホームペー

ジ（https://www.fukurin-net.jp/）より、
ダウンロードできます。



山火事で受けた
損害

《ご相談・お申し込みは》
◆福島県森林組合連合会
　TEL024-523-0255㈹
　または最寄りの森林組合

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5

（ 仙台支店  ） 〒９８１-３１３３ 宮城県仙台市泉区泉中央１丁目１６-６ 

TEL ０２２-347-3689 FAX ０２２-３47-３６９９
（ 本社 ・ 工場 ） 岩手県奥州市水沢字桜屋敷西５-１
（ 支     店 ） 札幌･東北･仙台･関東･中部・関西･中四国・九州

For the future with forest 

http://www.iwafuji.co.jp/ 

令和４年度「林業福島」広告原稿

傾斜地に対応した全旋回チルトプロセッサ
・最大３８度のチルト機能により傾斜地での作業性が大幅に向上

・全旋回ローテータにより油圧ホースが絡む心配不要

・サイドカッタ解除機能により曲がり材に対応

・大容量油圧システムと強化型送りモータによるパワフルな送材

・ ８コントローラを搭載

・新開発のスタッドローラ（オプション）
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うねめ
林業機械

人と共に　緑と共に

R

For Professional

For Professional

GZ3950EZ
GZ4350EZ

BCZ275GW-DC ZHM1550RR SR3100

刈幅：1500mm 出力 : 27.5kW 破砕径：200mm 出力 : 18.4kW

排気量 25.4cc

排気量 39.1cc

排気量 43.1cc

ハスクバーナ・ゼノア㈱ 福島県代理店

㈲ うねめ林業機械㈲ うねめ林業機械
TEL(024)952-2657 ・ FAX(024)951-7775 〒963-0211 郡山市片平町字薪蟻塚 108-1

For Professional

BCZ275GW-DC
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